






















大阪府保健所で援助した虐待事例について、その援助効果を昨年作成した重症度のアセス

メント表で分析した。重症例では、改善された項目は子どもの身体症状と子どもとの接触

度であるが、改善しにくい項目は経済状態と子どもの発達の遅れであった。軽症例では、

このアセスメント表では援助効果を判定しにくいが、社会的孤立や子どもの情緒行動問題

は悪化例も多かった。在宅で虐待が改善されている事例は、乳児期}期から援助している児

やデイケアにつなげた児や母親の精神疾患であった。また、医療機関では、再発や再発死

が多いが、心理社会的背景の把握が困難で、フォローアップもできていない。保健機関の

アセスメント表をさらに在宅援助指針にも使えるように改善するとともに、医療機関では

再発防止に寄与できるアセスメント表の作成が必要である。 


